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幼保小の架け橋プログラム促進事業

聖籠町の幼児教育推進体制を活用した

聖籠町幼児教育センター

令和７年度 活動内容
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◎町内すべての園で
充実した幼児教育を

◎町内すべての
園と小学校で
円滑な接続を

非認知能力と
認知能力の育成

架け橋プログラム
の推進

この２つを大切に町の幼児教育を進めています

幼児教育センターの取組



３. 幼児教育資料の作成と活用

４. 町の幼児教育の積極的な発信

２. 幼保小の円滑な接続・連携

１. 幼児教育の質と指導力の向上

５. 幼児教育アドバイザーの質の向上

幼児教育センターの主な取組



１.幼児教育の質と指導力の向上

(１)町立・私立園へ「定期訪問研修」

(２)町立・私立園の「合同研修会」

(３)各園を繋ぐ「オンライン研修会」



（１）町立・私立園への「定期訪問研修」



・町立幼稚園１園
（３～５歳児）

町立・私立園への定期訪問研修

◎幼児教育アドバイザー兼架け橋期コーディネーター

が保育を参観し、園教諭へ指導。また悩みへの助言。

・私立認定こども園４園
（０～５歳児）

・私立保育園１園
（０～２歳児）

６園を、それぞれ毎月２日間訪問

①午前に保育参観と動画撮影

②午後に話し合いと指導・助言

③まとめを作成し、配付



①アドバイザーが午前中、 ０～５歳児が
主体的に活動している場面等を動画撮影

③訪問後、保育の様子や話合いの内容を紙面にまとめ、

園に配付し、保育の改善に活かしてもらう

定期訪問研修の実際

②園の昼寝の時間や夕方に再訪し、担任や

管理職と1時間半程度話し合い

当日の保育や悩み等について助言



定期訪問後に園に配付する資料



（２）町立・私立園の「合同研修会」



３歳児研究保育協議会 ○「安心感をもち自ら動き出す援助と
環境構成」

４歳児研究保育協議会

町立・私立園の合同研修会

園・小・中学校合同

（近隣市連携事業として、新発

田市・阿賀野市・胎内市から
も参加）

５歳児架け橋期研究保育
協議会

指導者：新潟大学中島教授

指導者：新潟大学有井講師

指導者：新潟大学中島教授

○「目的に向かって自ら考え活動を進めていく
子どもの姿は、小学校へどうつながっていくか」

※参加者 町内園教諭 １４人

町内小学校教諭 １１人

町内中学校教諭 ２人

町内教育委員会 ４人

町外園教諭 １６人

町外教育委員会 ３人

町外大学院生 １人

○「主体性を育む援助と環境構成」



園長・副園長・中堅
研修会
指導者：元聖籠町立幼稚園長

○「上司としての役割」

園・小・中学校合同

指導者：新潟青陵大学教授

特別支援教育研修会

○「事例を通して考える、特別な配慮が
必要な子どもへの支援と環境構成」

※「５歳児架け橋期研究保育協議会」と「特別支援教育研修会」は、今年度
初めて近隣市連携事業として新発田市・阿賀野市・胎内市の教育委員会
と園・小学校にも案内を出し、多くの方からご参加いただいた。

※参加者 町内園教諭 ２３人

町内小学校教諭 ２０人

町内教育委員会 ５人

町外園教諭 １８人

町外小学校教諭 ４人

町外教育委員会 ２人

（近隣市連携事業として、新発

田市・阿賀野市・胎内市から
も参加）



５歳児がグループごとに、絵本のお話を題材に協同制作を進めて
いる動画を視聴し、協議題に沿って話し合った。

〇 数日間にわたって活動の様子を撮影した動画を
視聴し、『目的に向かって自ら考え活動する子ど
もの姿と小学校へのつながり』について、「幼児
期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」を共通
の視点に話し合った。

「５歳児架け橋期研究保育協議会」の実際

「協議題」『目的に向かって自ら考え、活動を進めていく子どもの姿は、
小学校へどうつながっていくか』



④道徳性・規範意
識の芽生え 

 

⑨言葉による伝え
合い 

 

令和 7 年度 せいろう幼稚園「5 歳児架け橋期研究保育協議会」 ワークシート                         令和 7 年 11 月 11 日（火） 

協議会テーマ『目的に向かって自ら考え、活動を進めていく子どもの姿は、小学校へどうつながっていくのか』 

目的に向かって自ら考え、活動を進めていく子どもの姿 10 の姿 小学校へのつながり 

 
①健康な心と体 

②自立心 

③協同性 

 

 

⑤社会生活との関
わり 

⑥思考力の芽生え 

 

⑦自然との関わり・

生命尊重 

 

 

 
 
 
⑩豊かな感性と表 
 現 

 

 

【分かったこと】 

⑧数量や図形,標識
や文字などへの
関心・感覚 

①②の視点で、どのような子どもの姿が見られ

ましたか。 

動画を見て黄色い付箋に書いてください。 

 

 
 

②その姿は、

１０の姿のど

こに当てはま

りますか。 

③その姿は、小学校のどのような学習や 

場面につながっていきますか。 

視点 

①自分の思いを自分なりに言葉にし、相手の話を聞こうとしていたか。 

②友達と同じ目的に向かって、活動しようとしていたか。 

※ファシリテーションの手順 

13

「５歳児研究保育協議会」の実際
※ファシリテーションに使用したワークシート
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令和 7年１１月吉日 

聖籠町幼児教育センタ―だより 
１１月１１日（火） せいろう幼稚園「５歳児研究保育協議会」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的に向かって自ら考え、活動を進めていく子どもの姿 小学校へのつながり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わかったこと（原文のまま） 

〇学級や集団の中で、自分の意見と他者の意見に折り合いをつけてゴールを目指す力が育まれている。 

〇「やりたい（意欲）」「できた（達成感）」が主体性につながる。 

〇園でも小学校でも、“子どもの思いを出し切る場”の設定や“自分の思いを伝えることができる環境（安心感）”が大事。 

〇自分の意見だけでは通らないという経験（トラブルも）が大事。 

〇友達と思いを伝え合う活動・相手の思いを聞く活動が小中学校でもつながっていく。 

〇相手を尊重できる子にするためには、まず大人の受けとめ・引き出し方が重要。いかに常に子どもをみているか。 

 

幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿 

 

研修テーマ 

 人と関わることが心地よいと感じる子を目指して ～教師の援助と環境構成を探る～ 

協議会テーマ 

 目的に向かって自ら考え活動を進めていく子どもの姿は、小学校へどうつながっていくか 

 ①自分の思いを自分なりに言葉にし、相手の話を聞こうとしていたか 

 ②友達と同じ目的に向かって、活動しようとしていたか 

健康な心と体 協同性 

 

自立心 
社会生活との
関わり 

道徳性・規範
意識の芽生え 

思考力の芽生え 
自然との関わ
り・生命尊重 

数量や図形、標識や文

字などへの関心・感覚 
豊かな感性と
表現 

言葉による伝
え合い 

〇自分の思いを言う 

・自分なりの言葉 

・提案 

〇相手の思いを聞く 

・思いやる 

・共感、相手意識 

・同意、賛同 

【折り合いをつける】 

〇役割分担を決める 

【共通のイメージ】 

〇３人で一緒に発表 

〇３人で１枚の設計図を描く 

★目的が明確なので、自分たちで動く 

【教師の支え】 
＊個々の思いや考えを認めながら、
バラバラだったイメージを整理

し、共通のものにしていく 
 
＊子どもに親しみのある題材（絵本）

を選定し、イメージを共有しやす
くする 

〇ペア活動・グループ活動・縦割り班活動 

〇係活動 

〇お楽しみ会 

〇生活科 

〇図画工作 

〇学級活動 

〇生活全般    など 

共通の目的 課題 

ふり返り まとめ 

相手はどんなことを考えたのか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～眼の前の子どもの声を聴き、最大限に尊重する～ 
『子ども（幼児）理解』 

 

・子どもがどんなことに興味をもっているのか、どんなことに楽しさを感じているのか？ 

・子どもの“やってみたい！”という気持ちを引き出すために必要な援助と環境構成は？ 

・表情や仕草、行動など、言葉での表し方以外でどんな表現をしているか？ 

 

 

★『個々の子どもたちをしっかりと見とる』ことが“育ち”、そして“学び”につながる。 

★園と小学校の職員が、共通の子どもの姿を見て一緒に考えていけると良い。それが“接続”と

なる。 

新
潟
大
学 

教
育
実
践
学
研
究
科 

教
授 

中
島
先
生
よ
り 

「５歳児研究保育協議会」の実際（幼児教育センターだより）
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「４歳児研究保育協議会」の実際（幼児教育センターだより）
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「３歳児研究保育協議会」の実際（幼児教育センターだより）



（３）各園をつなぐ「オンライン研修」



各園をつなぐオンライン研修

より多くの先生が参加できるように、町内６園をつなぐオン

ライン研修会を実施。

実施方法

〇各学年の発達に応じてテーマを決め、

「よりよい教師のかかわりと環境構成」について話し合う。
※幼児教育アドバイザー兼架け橋期コーディネーターが
進行と指導

〇年９回 午後３時３０分～４時４５分開催。

※話し合われたことを紙面にまとめ、各園に配付し共有。



実施月 対象 研修テーマ

５月 未満児 子どもと保護者との信頼関係のつくり方

６月 ５歳児 プール指導で大事なこと

７月 全職員 月案、日案の記入の仕方

８月 全職員 子どもに受け入れやすい声のかけ方、主体性保育は何が大事？

９月 未満児 この遊びで何が育っている？ そのための環境、配慮は？①

１０月 ４歳児 困った行動をする子に対する対応方法

１１月 全職員 保護者からのクレーム対応

１２月 未満児 この遊びで何が育っている？ そのための環境、配慮は？②

１月 ３歳児 困った行動をする子に対する対応方法

町内６園の教諭で話し合うことで、指導のアイディアを得たり

悩みを共有したりすることができ、横のつながりも深めている。

「令和７年度オンライン研修会」テーマ
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「オンライン研修後の配布資料」の実際



３. 幼児教育資料の作成と活用

４. 町の幼児教育の積極的な発信

２. 幼保小の円滑な接続・連携

１. 幼児教育の質と指導力の向上

５. 幼児教育アドバイザーの質の向上

幼児教育センターの主な取組



２．幼保小の円滑な接続・連携

(１)「代表者会議（校長・園長）」の開催

(２) 園小の保育・授業参観と情報交換

(３)「聖籠町架け橋メッセージ」の効果検証

(４) 町内全小学校教諭へ幼保小接続の伝達講習

(５)「架け橋期カリキュラム検討委員会」の開催 （新規）

(６) 架け橋期コーディネーターの小学校通年配置（新規）

(７)「架け橋期子育てフォーラム」の開催 （新規）

(８)「聖籠町架け橋だより」の発行 （新規）



（１）代表者会議（校長・園長）の開催



代表者会議 【小学校長、町立・私立園長】

年２回開催 令和７年９月１６日（火） 令和８年２月２５日（水）

〇 今年度の幼保小の接続・連携について共通理解と
検討

〇「架け橋期カリキュラム」の自園・自校化の進捗
状況等の確認

〇「聖籠町架け橋メッセージ」等の効果検証



（２）園小の保育・授業参観と情報交換



園教諭による

「新１年生の授業参観と情報交換」
（R７４月）

〇スタートカリキュラムの様子

を参観し、 円滑な接続につ

いて話合い。

小学校教諭による

「５歳児の保育参観と情報交換」
（R８１月）

○自校に入学する５歳児の
学びや育ちを参観し、情
報交換

「５歳児の体験入学」
「新１年生保護者説明会」（R８２月５日）

○全園・小で同日開催

園小の保育・授業参観と情報交換



園教諭は、それをもとに授業参観
「園で培った力が授業でどう活かさ
れていたか」
「情報交換で学んだこと」
を記入し、小学校へ送付。

１年担任は、授業参観シートに
「園での育ちを引継ぎ、授業で力
を入れているところ」 に〇を付け、
園教諭に配付。

聖籠町の「幼児期から小学校への接続
に向けて育てたい力」をもとに、 園・小で
目指す姿を共有した授業参観

園教諭による「新１年生の授業参観」の実際

◎園で培った力が、授業でどう活かされていたか学んだことをお書きください。

１年生の担任の先生は、園での育ちを引き継ぎ、授業で力を入れているところ
に○を付けてください。（○はいくつ付けても構いません）

小学校１年生授業参観シート

園名・お名前園の参観者の振り返り

◎情報交換の中で学んだことをお書きください。



園・小の学びや育ちの連続性や
架け橋メッセージの効果について
情報交換

情報交換の内容を幼児教育

アドバイザーが紙面にまとめ、

園教諭の振り返りシートとともに

小学校へ送付し、園・小の円滑

な接続について共有。

情報交換会を通して、園と学校
でずれなく子どもたちが成長でき
るように、一人一人の“できる”
を共有することが大切だと学んだ。
また、自信と期待をもって小学

校生活を送るために「架け橋メッ
セージ」が存在することの意義を
知ることができた。

園教諭の振り返りより

新１年生授業参観後の「情報交換」の実際

参加者：１年生担任・旧５歳児担任

小学校と園の管理職等
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小学校教諭が、自校に入学する園児の
いる園へ参観に行き、５歳児の学びや育ち
を理解し、園小で情報交換を行った。

参観者：教務主任・１年生担任・

５歳児担任が、保育参観シートに、

「架け橋期の指導で大事にしている

こと」「今後の課題」を記入し、小学校

教諭に配付。小学校教諭はそれをも

とに参観し、その後情報交換

小学校教諭による「５歳児保育参観・情報交換」の実際

特別支援担当・養護教諭



（３）「聖籠町架け橋メッセージ」の効果検証



「聖籠町架け橋メッセージ」の効果検証

○４月後半に、各小学校で「園教諭による新１年生授業参観と
架け橋メッセージをもとにした情報交換」を行う。

※継続して効果検証していく

「聖籠町架け橋メッセージ」とは

※指導要録の一部を活用して打ち込めるシステムを幼児教育センターで
作成し、令和５年度から各園で活用。

○５歳児担任が新１年生担任に、「一人一人の子どもの一番の伸び
（小学校でも引き続き伸ばしてほしいところ）」を記入して渡す。

○新１年生担任が「架け橋メッセージ」を学級経営に活用。

※４月初めに、架け橋期コーディネーター兼幼児教育アドバイザーが
各小学校の新１年生担任に、架け橋メッセージの活用について説明
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亀代小
・ こういう育ちをしてきた子どもたちなのだと、深く受け
止めている。

・ はじめの１歩ではなく、その前の地点が大事であり、そ
れが無いと１にはならない。この１年で、そこから少しず
つでも伸ばしていきたい。

蓮野小
・ 引き継ぎ文書にはどうしてもマイナス面が多くなるが、
架け橋メッセージは個々の得意なことなどプラス面が書
いてあるのでありがたい。子どもたちに対する心持ちも

違う。
・ １年生を初めて受け持つが、架け橋メッセージを見てこ
こまで力をつけていると知り、自分自身の考え方（１年

生だから全て教えなければ）が変わった。子どもたちが
持っている力をさらに伸ばしていきたい。

（１年生担任より）

架け橋メッセージの主な成果
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山倉小
・ 子どものよいところを見つけるためのきっかけとなり、

重宝している。そこを伸ばしていきたい。

・ メッセージをもらうことで、「その通り」と思う部分

と「もっとできている（入学後の伸び）」という気付き

にもつながった。

・ 子どもをほめたり自信を持たせたり、学校に行きたいと

思えるようにしたりして意識している。

・今までより、強く園小のつながりを感じる。

「架け橋期メッセージ」が１年担任の先生たちの身近にあることで、

子ども理解につながっていることを感じた。指導要録では伝わらない

個々の良さを伝えられる素敵な素敵な取り組みでとても良いと思った。

（園長先生より）

（１年生担任より）

架け橋メッセージの主な成果



（４）町内全小学校教諭へ幼保小接続の伝達



幼児教育センター長から、町内全小学校教諭へ伝達

講習を行った。

（内容）

「架け橋プログラム」「聖籠町架け橋メッセージ」

「架け橋期カリキュラムの自校化・自園化」など

幼保小接続の意義と学校全体で取り組む大切さ

４月初め 「町教職員全員研修会」

小学校全体で円滑な接続の意義を理解して新一年生を迎えている

町内全小学校教諭へ幼保小接続について伝達講習



（５） 「架け橋期カリキュラム検討委員会」の開催

令和７年度新規



令和５年度

◎幼児教育センターで各園・小学校の意見を取り入れな

がら「聖籠町架け橋期カリキュラム(案)」を作成。

「架け橋期カリキュラム」の自園・自校化

〇関係者協議会（９月・令和７年３月）で、各園長・小学校長が
各園・小学校のカリキュラムの進捗状況と円滑な接続に
ついて検討。

令和６年度

◎「聖籠町架け橋期カリキュラム(案)」を、各園・小学校で

実践しながら加除修正し、「架け橋期カリキュラム自園・

自校版」を作成。



〇委員： 各園・小学校の５歳児担任・幼児部主幹・１年担任等

令和７年度

②聖籠町「架け橋期に期待する子ども像～友達と目的をもち、一人
一人が力を発揮し自信をもって主体的に行動する～」 姿が見ら
れる写真を持ち寄り、共通して大事にすること、園で培われた力
を小学校でどのように生かしていくか協議。

◎「聖籠町架け橋期カリキュラム検討委員会」を立ち上げ、

園と小学校が一層連携して架け橋期の教育を推進。

①架け橋プログラムの推進について共通理解。
〇内容

〇年２回開催 令和７年９月１８日（木） 令和８年２月１０日（火）

「架け橋期カリキュラム検討委員会」の開催



「架け橋期カリキュラム検討委員会」の実際

① 聖籠町の「架け橋プログラムの推進」について説明。

文科省の「遊びは学び 学びは遊び〝やってみたいが学びの芽〟」の動画

視聴。
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② 「架け橋期コーディネーターとして感じた園小接続で大切なこと」について

小学校配置の架け橋期コーディネーター（元副園長）より説明。

③校区ごとに分かれて、各園・小学校から持ち寄っ

た活動の写真をもとに、園小の学びのつながり

や共通して大事にすることについて話し合った。



（６)架け橋期コーディネーターの

小学校通年配置

令和７年度新規



◎町立幼稚園の副園長を今年度架け橋期のコーディネ

ーターとして山倉小学校に配置

架け橋期コーディネーターの小学校通年配置

〇１学年教室に入り、小学校の教育や実践について理解する

とともに、園との発達や学びの連続性について共有する。

〇架け橋期カリキュラムの推進に向けて、センターと連携して

園小の接続期の大切なことを伝達する。

※蓮野小・亀代小も毎月２回ずつ訪問し、１年生の授業を参観。

参観後、参観シートを作成して円滑な接続について情報交換を

行った。



（７）「架け橋期子育てフォーラム」の開催

令和７年度新規



「聖籠町架け橋期子育てフォーラム

～子育ての視点をアップデートしてみませんか～」

〇講 師：中島崇幼児教育センター長

〇参加者：幼保小の保護者や教職員

〇内 容：町の架け橋プログラムについて紹介

子育てのヒントの講話

参加者同士が子育てについて話し合い

令和７年１１月８日（土） １０：００～１１：３０

聖籠町 町民会館 多目的ホール

「架け橋期子育てフォーラム」の開催



〇預かり保育：４名

「架け橋期子育てフォーラム」の実際

子どものできないことを指摘する「否定的な

言葉」を、努力や工夫を認める「肯定的な言

葉」に置き換えることで子どもを見る視点が変

わり、子どもの自信を支える力につながってい

くことを確認し合うことができた。

〇参加者：園保護者５名・小学校保護者１名

見方の幅が広がり、心が柔軟に
なった。参加して良かった。

園教諭１５名・教育委員会４名



３. 幼児教育資料の作成と活用

４. 町の幼児教育の積極的な発信

２. 幼保小の円滑な接続・連携

１. 幼児教育の質と指導力の向上

５. 幼児教育アドバイザーの質の向上

幼児教育センターの取組



３. 幼児教育資料の作成と活用

令和７年度新規

「幼児教育センターだより」の発行



これまでの発行内容

【①４月】幼児教育センターの役割

【②５月】 町オンライン研修「子どもと保護者との信頼関係のつくり方（０～２歳児）」

【③６月】 「せいろう幼稚園４歳児研究保育協議会」まとめ

【④６月】 町オンライン研修「プール指導で大事なこと（５歳児）」

【⑤７月】 「せいろう幼稚園３歳児研究保育協議会」まとめ

【⑥７月】 町オンライン研修「日案・月案の記入の仕方（全職員）」

アドバイザーが、園訪問研修やオンライン研修、合同研修

会の内容や指導についてまとめ、園教諭に配付。

園教諭の指導力向上に活かしてもらう

「幼児教育センターだより」の発行



これまでの発行内容

【⑦８月】 町オンライン研修「子どもに受け入れやすい声のかけ方・主体性保育って

【⑧９月】 町オンライン研修「この遊びで何が育ってる？そのための環境と配慮は？」

（０～２歳児）」

【⑨１０月】 町オンライン研修「困った行動をする子に対する対応方法（４歳児）」

【⑩１１月】 「せいろう幼稚園５歳児架け橋期研究保育協議会」まとめ

【⑪１１月】 町オンライン研修「保護者の声を園運営に生かす（全職員）」

【⑫１２月】 町オンライン研修「この遊びで何が育ってる？そのための環境と配慮は？」

（０～２歳児）」

【⑬１月】 町オンライン研修「進級に向けて大事にしていること（３歳児）」

何が大事？（全職員）」
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「幼児教育センターだより⑦」の実際



３. 幼児教育資料の作成と活用

４. 町の幼児教育の積極的な発信

２. 幼保小の円滑な接続・連携

１. 幼児教育の質と指導力の向上

５. 幼児教育アドバイザーの質の向上

幼児教育センターの取組



４. 町の幼児教育の積極的な発信

令和７年度新規

「聖籠町架け橋だより」の発行（年３回）



〇町の架け橋プログラムの取組を周知するために、架け橋期カリ

キュラム検討委員会、園・小・中の合同研修会の様子、幼児期

から小学校への接続に向けて育てたい力等について掲載。

◎架け橋プログラムの周知と推進のため

「聖籠町架け橋だより」の作成・配付

〇年３回、園（３～５歳児）・小学校（１年生）の保護者に配付。

園（０～２歳児）・小学校（２～６年生）の保護者、園・小

学校教諭にメール配信。町のホームページに掲載。

「聖籠町架け橋だより」の発行（年３回）
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３. 幼児教育資料の作成と活用

４. 町の幼児教育の積極的な発信

２. 幼保小の円滑な接続・連携

１. 幼児教育の質と指導力の向上

５. 幼児教育アドバイザーの質の向上

幼児教育センターの取組



５.幼児教育アドバイザーの質の向上

（１） 連絡協議会・有識者会議等の開催

（２）研修会や意見交換会への参加



（１）連絡協議会・有識者会議等の開催



『幼保小の架け橋プログラム促進事業業』の推進にあたり、「連絡協議会」

「有識者会議」「代表者会議」「園長会」を開催し、指導・助言を受ける。
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会 議 目 的 と 構 成

連絡協議会

（年２回）

◼幼児教育アドバイザーの質の向上

⚫大学教授、新潟市教委指導主事、近隣市立小学校教頭、町立幼稚園長、

事務局で構成

有識者会議

（年１回）

◼架け橋プログラム促進事業についての進捗状況及び成果と課題の共有、助言

・幼稚園教諭、保育教諭の指導力向上

・町立幼稚園・私立認定こども園と小学校との円滑な接続

・幼児教育の積極的な発信

⚫大学関係者、県教委指導主事、近隣市教委指導主事、近隣小学校長代表、

幼稚園園長代表、保護者代表、事務局等で構成

代表者会議
（年２回）

◼町立幼稚園・私立認定こども園・私立保育園と小学校との連携・接続

・今年度の幼児教育の取組について共通理解と意見交換

・架け橋プログラムと架け橋期カリキュラムの検討

⚫小学校長・園長・事務局で構成

園長会

（年１回）

◼園同士の連携を深める

・今年度の取組の共通理解と園運営について意見交換

⚫町立幼稚園長、私立認定こども園長、私立保育園長、事務局で構成



① 新潟大学教育実践学研究科教授･･････････････････････中島伸子

② 新潟市教育委員会指導主事･･････････････････････････荒澤寛美

③ 新発田市立二葉小学校教頭･･････････････････････････中島美千子

④ 聖籠町立せいろう幼稚園長･･････････････････････････西村美紀

⑤ 聖籠町教育未来課参事・幼児教育センター長･･････････中島 崇 <事務局>

⑥ 聖籠町幼児教育センター幼児教育アドバイザー兼架け橋期コーディネーター･･若月美保 <事務局>

⑦ 聖籠町幼児教育センター幼児教育アドバイザー兼架け橋期コーディネーター･･地主浩美 <事務局>

⑧ 聖籠町幼児教育センター幼児教育アドバイザー兼架け橋期コーディネーター･･鈴木裕子 <事務局>
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連絡協議会

諸会議の構成（敬称略）

① 新潟医療福祉大学健康スポーツ学科教授･･････････････脇野哲郎

② 県教育庁義務教育課指導第２係指導主事･･････････････長谷川宏之

③ 新発田市教育委員会教育センター指導主事････････････松井隆夫

④ 新発田市立外ケ輪小学校長･･････････････････････････角 直浩

⑤ 新潟市立江南小学校長･･････････････････････････････藤田 滋

⑥ 新潟市立新津第一幼稚園長･･････････････････････････樋口泰子

⑦ 保護者代表････････････････････････････････････････高橋真弓

⑧ 聖籠町教育長･･････････････････････････････････････近藤 朗

⑨ 聖籠町教育未来課参事・幼児教育センター長･･････････中島 崇 <事務局>

⑩ 聖籠町教育未来課副参事・指導主事･･････････････････阿部 香 <事務局>

⑪ 聖籠町子ども家庭センター主任･･････････････････････南場優子 <事務局>

⑫ 聖籠町幼児教育センター幼児教育アドバイザー兼架け橋期コーディネーター･･若月美保 <事務局>

⑬ 聖籠町幼児教育センター幼児教育アドバイザー兼架け橋期コーディネーター･･地主浩美 <事務局>

⑭ 聖籠町幼児教育センター幼児教育アドバイザー兼架け橋期コーディネーター･･鈴木裕子 <事務局>

有識者会議



① 聖籠町立せいろう幼稚園長･･････････････････････････西村美紀

② 社会福祉法人真心福祉会 ハーモニーこども園長･･･････髙橋智恵子

③ 社会福祉法人真心福祉会 ほしぞらこども園長･････････渡邊文江

④ 社会福祉法人真心福祉会 なないろこども園長･････････本間千賀子

⑤ 社会福祉法人親永会 聖籠はじめ保育園長･････････････三國 薫

⑥ 社会福祉法人郁心会 みんなの森どんぐり保育園長･････嶋津美和子

⑦ 聖籠町立蓮野小学校長･･････････････････････････････内山谷寿夫

⑧ 聖籠町立山倉小学校長･･････････････････････････････臼井政之

⑨ 聖籠町立亀代小学校長･･････････････････････････････伊藤健文

⑩ 聖籠町立山倉小学校架け橋期コーディネーター････････齊藤和美

⑪ 聖籠町教育未来課参事・幼児教育センター長･･････････中島 崇 <事務局>

⑫ 聖籠町教育未来課副参事・指導主事･･････････････････阿部 香 <事務局>

⑬ 聖籠町教育未来課特別支援・就学担当指導主事････････戸川しげ子<事務局>

⑭ 聖籠町子ども家庭センター主任･･････････････････････南場優子 <事務局>

⑮ 聖籠町幼児教育センター幼児教育アドバイザー兼架け橋期コーディネーター･･若月美保 <事務局>

⑯ 聖籠町幼児教育センター幼児教育アドバイザー兼架け橋期コーディネーター･･地主浩美 <事務局>

⑰ 聖籠町幼児教育センター幼児教育アドバイザー兼架け橋期コーディネーター･･鈴木裕子 <事務局>
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代表者会議

諸会議の構成（敬称略）



① 聖籠町立せいろう幼稚園長･･････････････････････････西村美紀

② 社会福祉法人真心福祉会 ハーモニーこども園長･･･････髙橋智恵子

③ 社会福祉法人真心福祉会 ほしぞらこども園長･････････渡邊文江

④ 社会福祉法人真心福祉会 なないろこども園長･････････本間千賀子

⑤ 社会福祉法人親永会 聖籠はじめ保育園長･････････････三國 薫

⑥ 社会福祉法人郁心会 みんなの森どんぐり保育園長･････嶋津美和子

⑦ 聖籠町教育未来課参事・幼児教育センター長･･････････中島 崇 <事務局>

⑧ 聖籠町幼児教育センター幼児教育アドバイザー兼架け橋期コーディネーター･･若月美保 <事務局>

⑨ 聖籠町幼児教育センター幼児教育アドバイザー兼架け橋期コーディネーター･･地主浩美 <事務局>

⑩ 聖籠町幼児教育センター幼児教育アドバイザー兼架け橋期コーディネーター･･鈴木裕子 <事務局>
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園長会

諸会議の構成（敬称略）



（２）研修会や意見交換会への参加
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研修会や意見交換会への参加

研修会や意見交換会を通して自己研鑽に努める。また、参考

となる指導や他県市町村の動向を知り、広い視野で町の幼児教

育を推進していく。

○文科省幼児教育推進体制の活用事業意見交換会

〇文科省架け橋期コーディネーター情報交換会

○新潟大学附属幼稚園研究会

○新潟県幼保小架け橋センター市町村担当者連絡会議

○新潟県幼保小架け橋センター主催オンライン研修会

○下越地区幼保小合同研修会



令和８年度の幼児教育の充実に向けて
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令和７年度から文科省の「幼児教育推進体制を活用した幼保小

の架け橋プログラム推進事業」に取り組んできました。

令和８年度も、継続して幼児教育の質の向上と幼保小の架け橋

プログラムの推進に力を入れていきます。よりよい活動となるよ

う、ぜひ忌憚のないご意見をお願いいたします。

１. 架け橋プログラムの推進

２. 家庭・近隣市との連携の強化

３. 指導力向上に向けた研修の充実

令和８年度の３つの柱



令和８年度

（１）小学校へ架け橋期コーディネーターの配置

（副園長等を２つの小学校へ配置 ２名に増員）

※配置校以外の小学校へも、毎月授業参観と授業記録

作成、情報交換を行う。

※町内各園へも毎月保育参観（５歳児を中心）と情報伝達

を行う。（新規）

１. 架け橋プログラムの推進

（３）「架け橋メッセージ」の一層の活用

（２）「園小架け橋期カリキュラム検討委員会」の継続



令和８年度

（１）新発田市・阿賀野市・胎内市の指導主事を

「連絡協議会」の委員に任命し、架け橋プログラムを

連携して進める。（新規）

２．家庭・近隣市との連携の強化

（２）新発田市・阿賀野市・胎内市の小学校長を

「有識者会議」の委員に任命し、架け橋プログラムに

ついての理解を深める。（新規）

（３）「架け橋期だより」の作成・配付

全３～５歳児保護者と１・２年生保護者へ配布（新規）
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（４）全小学校の就学時健診時に、５歳児の全保護者に

「架け橋期の子育てのポイント」について講話（新規）

講師：特別支援担当指導主事

内容：〇町の架け橋プログラムの推進について

（５）近隣市連携事業としての研修会の実施

新発田市・阿賀野市・胎内市の園・小学校・教育委員会

にも参加を呼び掛ける

〇架け橋期の子育てで大事なこと

① 「架け橋期特別支援教育研修会」

② 「５歳児架け橋期研究保育協議会」



令和８年度

（１）町立・私立園研修

訪問研修・合同研修会・オンライン研修会

（２）園・小・中学校合同研修会

３. 指導力向上に向けた研修の充実

（３）幼児教育センターだよりの定期的発行

〇「架け橋期特別支援教育研修会」（R８ ９月３日）
講師：県幼保小架け橋センター 総括コーディネーター

〇「５歳児架け橋期研究保育協議会」（R８ １１月１９日）
講師：新潟大学教授



合同研修

○「３歳児研究保育協議会」（R８ ６月１７日）

訪問研修

〇町立１園・私立５園に各園月１～２回訪問研修を行う。

（午前保育参観・午後話し合い）

○町オンライン研修会（全６回予定）

○「絵画指導力向上研修会(新規)」（R８５月２６日）

講師：新潟大学講師

○「４歳児研究保育協議会」（R８ ５月２０日） 講師：新潟大学教授

○「ミドルリーダー研修会（新規）」（R８ ６月５日） 講師：元園長
※園のミドルリーダーとしての意識の向上

講師：絵画講師

（１）町立・私立園研修予定



tr

70

これからも

聖籠町の園・小学校・中学校・幼児教育センター

がともに連携し、「未来を創る子どもたち」を大切に

伸ばしていきます。
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